
キレイな画質を再現できる
重合法トナーは、従来の粉砕法トナーに比べ、粒子の
表面が滑らかで大きさも均一です。それによって表現
できる色域が広くなり、かすれ・にじみも少なく、微細な
線や小さな文字、写真やイラストのハーフトーンをより
鮮明に再現します。さらに定着オイルが不要なので「ぎ
らつき」のない自然な色を表現でき、オフセット印刷に
匹敵する色再現性を実現します。
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米国の情報機器販売大手企業「ダンカ・オフィス・イメージング社」
（本社：フロリダ州）買収完了。
北米におけるMFP・プリンタの販売網を強化。
（2008年6月30日発表）

ドイツ・エメリッヒに物流新拠点を開設。
欧州市場での物流体制を強化し、納期のさらなる短縮化と輸送費用削減を実現。

（2008年6月16日発表）

液晶偏光板用保護フィルムと
視野角拡大フィルムの生産能力増強。
液晶テレビ市場の拡大に伴い、神戸市に新工場着工。
（2008年7月2日発表）

06
経営トピックス 製品トピックス

イベントトピックス

A4カラーレーザ複合機
｢magicolor（マジカラー）
4690MF」新発売。
高性能自動両面スキャナを搭載し、
高い生産性と精度を両立。
（2008年8月21日発表）

コニカミノルタが特別協賛するメジャートーナメント、「日本女子プロゴルフ選手権大会コ
ニカミノルタ杯」が石川県・片山津ゴルフ倶楽部 白山コースで開催され、韓国の辛炫周
（シン・ヒョンジュ）選手が優勝。優勝争いは、１打差で2位につけた横峯さくら選手の最終
パットまでもつれ、大きく盛り上がりました。

「第41回 日本女子プロゴルフ選手権大会 コニカミノルタ杯」開催。
最終パットまで目の離せない熱闘。
（2008年9月11～14日開催）

ダンカ・オフィス・イメージング社と当社の経営陣

辛炫周（シン・ヒョンジュ）選手と社長 太田義勝

コニカミノルタのそこが知りたい

コニカミノルタはジャンルトップ戦略に基づき、成長の見込まれるプロダクションプリント分野に注

力しています。同分野の成長の一翼を担う・・・それが独自開発した重合法トナーです。業界トップを

行くトナー粒子の均一性・小粒径化による高画質、低温定着特性、高い環境性能を実現しています。

コニカミノルタは2001年から重合法トナーを採用し、改良と進化を重ね生産技術ノウハウを蓄積し

つつ、現在は第2世代の重合法トナーを展開しています。

どこがすごいの？ 

環境にもやさしいの？ 

重合法トナーは、生産からお客様サイドでの製品使用
に至るライフサイクル全般にわたってCO2の排出量
を大幅に削減する地球温暖化防止に配慮した新世代
トナーです。生産時では従来の粉砕法に比べ、エネル
ギーを約30%削減できます。また、粒子の大きさを細
かく均一にそろえたことでトナーの消費量を約
30%、さらなる低温定着
により製品使用時の消費
電力も約30%、それぞれ
削減することに成功しま
した。すなわち重合法ト
ナーは従来のトナーの約
1/3のエネルギーで使用
できるのです。

どのように製造するの？ 

今まで一般的だった粉砕法は、原料の樹脂と着色剤な
どの添加剤を加熱し練り合わせた後に砕いて粒子にし
ていました。一方、重合法トナーは、ナノメートルサイズ
の樹脂微粒子をあらかじめ乳化重合法で合成し、次い
で着色剤などと化学的に精密に凝集・融着させて製造
するので、小粒径で大きさの均一なトナーができます。

従来よりも低温で用紙に定着する
重合法トナーは低温で定着するので、熱でカールし
やすい薄手のコート紙から厚手の上質紙まで対応で
きます。一般のコピー用紙だけでなく、さまざまな厚
さの紙を扱うことで多様な印刷ニーズに対応可能で
あるとともに、製本処理の効率化もできるのでプロダ
クションプリントでは大きなメリットとなります。

「重合法トナー」ってどんなもの？

粒子の比較

重合法トナーの製造プロセス

画質の比較

重合法トナーは表面が滑らかで、大きさも揃っています。

重合法トナーは粒子の均一化・小粒径化によって
トナーの散乱が少ない高品質な仕上がりを実現します。

重合法トナー 粉砕法トナー

重合法トナー

重合法トナー

粉砕法トナー

粉砕法トナー

トナー直径 : 6.5 μm

用紙 用紙

エネルギー消費量を
約1/3に削減

生産時
△30％

小粒径化
△30％

コピー時
△30％

重合法
トナー
33.8％

※当社粉砕法トナーと比較した場合の
　重合法トナーのエネルギー消費

トナー直径 : 8 μm

着色剤粒子

樹脂粒子

ドット 線 文字




